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 当事業は、地域医療構想の実現のため、療養病床又は一般病床を有する医療機関が、病床数の適正化に必
要な病床数（回復期を除く）の削減を行う場合、地域医療構想調整会議及び医療審議会の議論の内容等を踏ま
え削減病床に応じた給付金を支給する事業です。令和３年５月に「地域における医療及び介護の総合的な確保
の促進に関する法律」の一部が改正され、地域医療介護総合確保基金の対象事業として新たに位置づけられ
ました。

 当事業は以下の給付金に区分されます。

①単独支援給付金

医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能の再編を実施する場合、減少する病床数に応じて支給する給付金

②統合支援給付金
複数の医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編を実施し統合する場合、統合に参加する医療機関に支給

する給付金

③債務整理支援給付金

②によって廃止とする医療機関の未返済の債務を、統合後に存続する医療機関が新たに融資を受けて返済する際の利子等に係る給付金

 このうち、「単独支援給付金」について３病院から事業要望があったため、御報告します。

【問合せ先】 医療整備課医療指導班 電話：043-223-3884  Mail：iryou-b@mz.pref.chiba.lg.jp 
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